
①清水南地区の環境について学習します。 

 ②教室で古紙回収に努めます。 

 ③地域と連携し、リサイクルに努めます。

 ①環境学習 

  ・清水南地区の自然環境について学習します。 

  ・栽培活動に取り組み、自然を大切にする態度を育みます。 

  ・学年ごとに環境を守るための目標を立て、実行できるように取り組みます。 

  

 ②古紙回収の取り組み 

  ・回収するための袋は環境委員会の児童が新聞紙で手作りし、各教室に「古紙回収ボ

ックス」を設置します。 

  ・環境委員会を中心に、資源を大切にするように呼びかけます。 

 

 ③地域と連携して分別回収 

・アルミ缶や古紙の回収を PTA や地域と連携して実施します。また、事前にごみの減量

やリサイクルについて学びます。 

 ①の環境学習では、地域の貴重な動植物を観察したり、植物を育てたりすることで、周

囲の環境や他の生物と関わり合いながら生きていることを学び、ふるさとの環境を守ろ

うとする気持ちを育てます。  



 

①清水南地区の環境について学習します。 

 ②教室で古紙回収に努めます。 

 ③地域と連携し、リサイクルに努めます。

 

② 古紙回収の取り組み 

環境委員会は、数年前から取り組んでいる古紙回収を

継続して行っています。各教室に“古紙回収ボックス”

を設置し、書写で練習した半紙や図工で使用した画用紙

の切れ端など、リサイクルできる紙を回収しています。

また、回収する袋もそのままリサイクルできるよう、環

境委員会の児童が新聞紙で手作りしています。 

 
③ 地域と連携して分別回収 

５月に、資源回収を行いました。今年度は保護者に加

え、児童も参加し、学校と地域が協力して行いました。

各家庭から新聞・雑誌類・段ボール・アルミ缶を回収し

ました。アルミ缶については、児童玄関横の回収箱で随

時回収しています。 

環境学習では、地域の植物や昆虫を採集したり、観察したりすることで、周囲の環境や他

の生物と関わり合いながら生きていることを学び、ふるさとの環境を守ろうとする気持ちを

もつことができました。（相互性・多様性）



 

 

① 身近な自然環境について学習することで、地区に愛着を感じ、生き物や植物を守

り、自然を大切にしていこうという心情が育っています。 

② 学校生活の様々な場面で、紙のリサイクルを進めていこうという行動が見られる

ようになりました。また物を大切にしようとする行動も見られます。 

 資源回収やアルミ缶回収を通して、家庭や地域と連携することで児童のリサイク

ルへの意識も高まっています。

・学年だけの取り組みから、学校全体への取り組みへと広げていくことで、児童の地

域の環境に対する意識を高めていきたいです。


